
４．住む街の重視点と満足度 １）重視点 ①町田市民全体

Ｑ4 あなたは、町田市に住むうえで、次の点を重視していますか。（ひとつずつ）

【町田市民のみ(n=996)】

町田市民は、住む街に対して買い物や通勤
通学などの「利便性」「東京都心へのアクセ
ス」を重視する。
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 町田市民の「住む街に重視すること」（『とても
重視している』のみ）についてみると、「買い物利
便性」を最上位として、「通勤通学の利便性」
「住宅の価格」「東京都心へのアクセス性」「市
内の移動のしやすさ」が上位５位に列挙される。

 『とても重視している』に『まあ重視する』を加える
と、やはり「買い物利便性」が最上位に挙げられ、
続いて「通勤通学の利便性」「東京都心へのア
クセス性」「市内の移動のしやすさ」「住宅の価 格
」が列挙される。

 なお、「全体的な暮らしやすさ・住みやすさ」につ
いては、『とても重視している』が3割以上である。
これに『まあ重視する』を加えると、 町田市民の
9割が「全体的な暮らしやすさ・住みやすさ」を重
視している。

※ 上図では、町田市民の「とても重視している」の割合にもとづいて降順（数値の大きい順）で表記している。



４．住む街の重視点と満足度 １）重視点 ②４市民比較

【４市民比較・「とても重視している」のみ】

Ｑ4 あなたは、〇〇市に住むうえで、次の点を重視していますか。（ひとつずつ）
※〇〇市：町田市、八王子市、所沢市、柏市

町田市民の「住む街に重視すること」について、
比較対象の３市民と比べて、特記するような
点はみられない。
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 町田市民を含む４市民の「住む街に重視するこ
と」（『とても重視している』のみ）についてみると、
「買い物利便性」「通勤通学の利便性」「東京
都心へのアクセス性」において、町田市民を含む
４市民の間で顕著な差異がみられる。

 「買い物利便性」については、４市民の中で柏
市民が最も重視しており、相対的に町田市民や
八王子市民の重視度合いは低い。

 「通勤通学の利便性」および「東京都心へのアク
セス性」では、いずれも所沢市民が最も重視して
おり、相対的に町田市民や八王子市民の重視
度合いは低い。

 上記のように、柏市民や所沢市民においては「住
む街に重視すること」に特色がみられるが、町田
市民や八王子市民には「住む街に重視すること」
においてそのような特色はみられない。

 なお、「全体的な暮らしやすさ・住みやすさ」につ
いては、４市民の間で差異はみられない。

(%)

※ 上図では、町田市民の「とても重視している」の割合にもとづいて降順（数値の大きい順）で表記している。



４．住む街の重視点と満足度 １）重視点 ②４市民比較

Ｑ4 あなたは、〇〇市に住むうえで、次の点を重視していますか。（ひとつずつ） ※〇〇市：町田市、八王子市、所沢市、柏市

住む街に対する重視度合いに差異はあるが、概ね「全体的な暮らしやすさ、住みやすさ」「買い物利便性」、そして交通利便性が共通して上位に挙げられる。

 基準を広げて（『とても重視している』『まあ重視している』の合計）「住む街に重視すること」をみると、４市民に共通して「全体的な暮らしやすさ、住みやすさ」「買い物利便性」が最上
位となる。同様に、「通勤通学の利便性」「市内の移動のしやすさ」という交通利便性を重視する点については、４市民に共通して概ね上位５位以内に列挙される。

 さらに10位以内でみると、「東京都心へのアクセス性」「住宅価格」「医療環境」「自然環境」「街イメージ」「子育て環境」などが、４市民に共通して列挙される。
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「とても重視する」＋「まあ重視する」

町田市(n=996) 八王子市(n=1,321) 所沢市(n=827) 柏市(n=997)

1 全体的な暮らしやすさ、住みやすさ 88.4 全体的な暮らしやすさ、住みやすさ 84.8 全体的な暮らしやすさ、住みやすさ 86.6 全体的な暮らしやすさ、住みやすさ 87.6

2 買い物利便性 83.0 買い物利便性 77.4 買い物利便性 83.2 買い物利便性 85.6

3 通勤通学の利便性 77.9 市内の移動のしやすさ 72.0 東京都心へのアクセス性 80.9 通勤通学の利便性 80.7

4 東京都心へのアクセス性 76.7 通勤通学の利便性 71.8 通勤通学の利便性 78.0 東京都心へのアクセス性 80.3

5 市内の移動のしやすさ 75.6 自然環境 69.0 市内の移動のしやすさ 74.0 市内の移動のしやすさ 79.0

6 住宅の価格 70.1 医療環境 69.0 医療環境 70.5 医療環境 74.2

7 医療環境 69.1 東京都心へのアクセス性 67.1 住宅の価格 67.8 住宅の価格 68.1

8 自然環境 68.8 住宅の価格 66.5 自然環境 64.8 街のイメージ、雰囲気 63.9

9 街のイメージ、雰囲気 61.0 街のイメージ、雰囲気 55.0 街のイメージ、雰囲気 55.5 自然環境 59.9

10 子育て環境 52.0 子育て環境 47.9 子育て環境 47.5 子育て環境 50.8

11 高齢者のサポート環境 41.1 高齢者のサポート環境 41.1 高齢者のサポート環境 38.7 スポーツ・文化的環境 41.7

12 スポーツ・文化的環境 40.0 働きやすさ・起業環境 38.2 スポーツ・文化的環境 38.0 高齢者のサポート環境 40.3

13 交流の場・環境 36.4 スポーツ・文化的環境 36.9 交流の場・環境 34.7 働きやすさ・起業環境 37.6

14 働きやすさ・起業環境 34.7 交流の場・環境 33.6 働きやすさ・起業環境 33.0 交流の場・環境 35.1

15 街の知名度 25.7 街の知名度 24.1 街の知名度 26.6 街の知名度 31.5

※ 表中の数字の単位：％



４．住む街の重視点と満足度 １）重視点 ③町田市民のみ・属性分析（性別）

Ｑ4 あなたは、町田市に住むうえで、次の点を重視していますか。（ひとつずつ）

【町田市民・「とても重視している」のみ】

町田市民では、女性は男性よりも「全体
的な暮らしやすさ・住みやすさ」や「市内の
移動のしやすさ」などを重視。

 町田市民の「住む街に重視すること」（『と
ても重視している』のみ）について性別でみ
ると、男性よりも女性の方が「買い物利便
性」「住宅の価格」「市内の移動のしやすさ」
「医療環境」、そして「全体的な暮らしやす
さ」を重視している。

 この中でも、性差が大きいのは「市内の移動
のしやすさ」であり、女性の方が男性よりも重
視している。
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※ 上図では、町田市民の「とても重視している」の割合にもとづいて降順（数値の大きい順）で表記している。



４．住む街の重視点と満足度 １）重視点 ③町田市民のみ・属性分析（年代別）

Ｑ4 あなたは、町田市に住むうえで、次の点を重視していますか。（ひとつずつ）

【町田市民・「とても重視している」のみ】

「全体的な暮らしやすさ」をはじめ、買い物
や交通の利便性の面については若年層ほ
ど重視する傾向。

 町田市民の「住む街に重視すること」（『とて
も重視している』のみ）について年代別にみ
ると、「買い物利便性」「通勤通学の利便
性」「住宅の価格」の上位３位内、および
「全体的な暮らしやすさ」では、いずれも20 
代を中心とする若年層ほど重視している。

 反対に、「自然環境」「高齢者のサポート環
境」については、60代以上が他の年代よりも
重視している。

 「東京都心へのアクセス性」「市内の移動の
しやすさ」では、30代以下と60代以上が重
視している。つまり、40～50代はこれらの点
について相対的にあまり重視していないようだ。

 子育てステージにあると思われる30代は、
「子育て環境」を他の年代よりも重視してい
る。
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※ 上図では、町田市民の「とても重視している」の割合にもとづいて降順（数値の大きい順）で表記している。



４．住む街の重視点と満足度 １）重視点 ③町田市民のみ・属性分析（末子学齢別）

Ｑ4 あなたは、町田市に住むうえで、次の点を重視していますか。（ひとつずつ）

【町田市民・「とても重視している」のみ】

町田市民の住む街に対する『とても重視し
ている』をみると、小学生以下の子育て層
が様々な街の機能・要素を重視している。
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 町田市民の「住む街に重視すること」（『とて
も重視している』のみ）についてライフステー
ジ（末子の学齢）別にみると、末子が未就
学児または小学生のステージにいる人（主
に30～40代）は、「子育て環境」の他、
「住宅の価格」「東京都心へのアクセス」「買
い物便利性」「医療環境」「通勤通学の利
便性」など、様々な街の機能・要素について
重視している。

 また、「医療環境」「自然環境」については、
子育て層とともに、末子が社会人という人
（主に60代以上）も重視している。

※ 上図では、見やすさを考慮して「子どもはいない（n=420）」を省略している。
上図では、町田市民の「とても重視している」の割合にもとづいて降順（数値の大きい順）で表記している。



４．住む街の重視点と満足度 １）重視点 ③町田市民のみ・属性分析（夫婦就労状況別）

Ｑ4 あなたは、町田市に住むうえで、次の点を重視していますか。（ひとつずつ）

【町田市民・「とても重視している」のみ】

町田市民の住む街に対する『とても重視
している』では、夫婦就労状況により優先
順位が異なる。
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 町田市民の「住む街に重視すること」（『とて
も重視している』のみ）について家庭の就労
状況（共稼ぎ世帯または専業主婦世帯）
別にみると、フルタイム・共稼ぎ世帯の人は
「買い物利便性」よりも「住宅価格」を重視
している。

 フルタイム＆パート・アルバイト共稼ぎ世帯の
人は、「買い物利便性」の他に「通勤通学
の利便性」「住宅の価格」そして「子育て環
境」を重視している。

 フルタイム＆専業主婦（夫）世帯の人は、
「買い物利便性」に次いで「住宅の価格」
「通勤通学の利便性」、そして「東京都心へ
のアクセス性」と「子育て環境」を重視してい
る。 ※ 上図では、町田市民の「とても重視している」の割合にもとづいて降順（数値の大きい順）で表記している。



４．住む街の重視点と満足度 １）重視点 ④町田市民のみ・ライフスタイル別分析

Ｑ4 あなたは、町田市に住むうえで、次の点を重視していますか。（ひとつずつ）

【町田市民・「とても重視している」のみ】

町田市民の住む街に対する『とても重視している』をみると、
ライフスタイル（生活価値観）により顕著に傾向に差異が
みられる。

 町田市民の「住む街に重視すること」（『とても重視している』のみ）
についてライフスタイル別にみると、「自己超越欲求タイプ」および「自
己満足タイプ」の人は、「身の丈安定タイプ」「消極的同調タイプ」「そ
の日暮らしタイプ」の人よりも、本調査で取り上げた15の街の機能・
要素のいずれにおいても重視している。

 特に、「自己超越欲求タイプ」および「自己満足タイプ」の人のおよそ
半数は、「全体的な暮らしやすさ・住みやすさ」を『とても重視する」。

 反対に、上位8以内の項目および「全体的な暮らしやすさ・住みやす
さ」において、「その日暮らしタイプ」の人は他の生活価値観タイプの人
よりも重視度が低く、住む街の事柄に関心が希薄のようである。
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■生活価値観によるタイプ分類

「身の丈安定タイプ」 ： 社会貢献も考えず、周りの評判を気にせず、ただ安定志向なタイプ

「自己超越欲求タイプ」 ： 周りの評判を強く気にしながら、社会貢献を意識する一方、とにかく自分
の可能性を高めたい、というタイプ

「消極的同調タイプ」 ： 突出した特徴はないものの、自身の安定さはさほど求めず、また周りの評
判も若干気にしているタイプ

「自己満足タイプ」 ： とにかく自身の暮らしに安定を求めている。その中で、周りの評判を気にせ
ず、ふだんから費用対効果を求めたり、自分の可能性を試しているタイプ。

「その日暮らしタイプ」 ： 日々の暮らしに安定を求めず、自分の可能性を試すわけでもなく、費用
対効果を意識するわけでもなく、社会貢献の意欲もなく、総じて日々を刹
那に暮らすタイプ

(%)

※ 上図では、町田市民の「とても重視している」の割合にもとづいて降順（数値の大きい順）で表記している。



４．住む街の重視点と満足度 ２）満足度 ①町田市民全体

【町田市民のみ(n=996)】

Q９ あなたは、町田市に住む（住み続ける）上で、次にあげるような点に満足していますか。（ひとつずつ）町田市民は、「自然環境」「買い物や通勤通
学の利便性」「東京都心へのアクセス」そして
「全体的な暮らしやすさ」に『とても満足してい
る」ようだ。
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 町田市民の現住地である町田市に対する満足
度（『とても満足している』のみ）についてみると、
「自然環境」が最上位に挙げられ、次いで「買い
物利便性」「東京都心へのアクセス性」「通勤通
学の利便性」「市内の移動のしやすさ」が続く。

 なお、「全体的な暮らしやすさ、住みやすさ」につ
いても、およそ15％の人が『とても満足している』
としている。

 『とても満足している』に『まあ満足している』を加
えると、やはり「自然環境」が最上位に挙げられ、
次いで「買い物利便性」となる。この2つ要素に
ついては、町田市民のおよそ8割が満足している。

 反対に、「働きやすさ・起業環境」については、
『とても満足している』と『まあ満足している』の合
計でもおよそ４割にとどまり、他の項目と比べて
満足度が顕著に低い。

※ 上図では、町田市民の「とても満足している」の割合にもとづいて降順（数値の大きい順）で表記している。



４．住む街の重視点と満足度 ２）満足度 ②４市民比較

【４市民比較・「とても満足している」のみ】

Q９ あなたは、〇〇市に住む（住み続ける）上で、次にあげるような点に満足していますか。（ひとつずつ）
※〇〇市：町田市、八王子市、所沢市、柏市

町田市民の現住地に対する満足度では、
比較対象の３市民と比べて、特記するよう
な点はみられない。
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 町田市民を含む４市民の現住地である各市に
対する満足度（『とても満足している』のみ）に
ついてみると、「自然環境」および「東京都心へ
のアクセス性」において、４市民間で顕著な差
異がみられる。

 このうち「自然環境」に対して『とても満足してい
る』のは八王子市民であり、隣接する町田市民
と比べても顕著な差異がある。

 「東京都心へのアクセス性」に対して『とても満足
している』のは所沢市民であり、町田市民や八
王子市民と比べて顕著な差異がみられる。

 町田市民の現住地（町田市）に対する『とて
も満足している』について、比較対象の３市民と
比べて、特記するような点はみられない。

 なお、「全体的な暮らしやすさ、住みやすさ」につ
いては、町田市民を含む４市民の間で顕著な
差異はみられない。

(%)

※ 上図では、町田市民の「とても満足している」の割合にもとづいて降順（数値の大きい順）で表記している。



４．住む街の重視点と満足度 ２）満足度 ②４市民比較

「とても満足している」＋「まあ満足している」

町田市(n=996) 八王子市(n=1,321) 所沢市(n=827) 柏市(n=997)

1 自然環境 79.7 自然環境 83.4 東京都心へのアクセス性 82.5 買い物利便性 81.8

2 全体的な暮らしやすさ、住みやすさ 78.7 全体的な暮らしやすさ、住みやすさ 77.1 自然環境 79.0 東京都心へのアクセス性 81.7

3 買い物利便性 77.0 街の知名度 73.1 全体的な暮らしやすさ、住みやすさ 78.8 全体的な暮らしやすさ、住みやすさ 79.2

4 東京都心へのアクセス性 74.4 住宅の価格 69.3 通勤通学の利便性 73.2 通勤通学の利便性 77.0

5 街の知名度 67.8 買い物利便性 68.7 買い物利便性 72.2 街の知名度 75.6

6 通勤通学の利便性 67.5 医療環境 64.9 住宅の価格 67.1 市内の移動のしやすさ 73.3

7 住宅の価格 65.7 東京都心へのアクセス性 61.8 街の知名度 66.7 自然環境 71.9

8 市内の移動のしやすさ 65.2 市内の移動のしやすさ 61.7 医療環境 66.4 医療環境 71.6

9 子育て環境 62.3 通勤通学の利便性 61.5 市内の移動のしやすさ 65.7 住宅の価格 62.3

10 高齢者のサポート環境 58.0 子育て環境 58.3 子育て環境 53.6 街のイメージ、雰囲気 61.0

11 医療環境 57.0 街のイメージ、雰囲気 51.1 スポーツ・文化的環境 50.4 子育て環境 57.1

12 街のイメージ、雰囲気 56.1 高齢者のサポート環境 48.9 街のイメージ、雰囲気 50.4 スポーツ・文化的環境 53.0

13 スポーツ・文化的環境 51.2 スポーツ・文化的環境 46.5 高齢者のサポート環境 45.5 交流の場・環境 48.6

14 交流の場・環境 49.8 交流の場・環境 43.2 交流の場・環境 43.5 高齢者のサポート環境 45.9

15 働きやすさ・起業環境 38.0 働きやすさ・起業環境 37.1 働きやすさ・起業環境 34.1 働きやすさ・起業環境 40.3

重視度で上位に列挙される街の機能・要素は町田市民と他の３市民でほぼ共通であるが、満足度（とても満足＋まあ満足）においては各市民で上位に列
挙される街の機能・要素が異なる。

 「全体的な暮らしやすさ、住みやすさ」「買い物利便性」については、町田市民を含む４市民のいずれにおいても５位以内に挙げられている。ただし、その満足度合いは市民ごとに異なる。

 「自然環境」「東京都心へのアクセス性」「通勤通学の利便性」については、町田市民の他、各市民によって満足度のポジション（順位）が大きく異なっている。

 反対に、重視点では最下位にあった「街の知名度」については、町田市民を含めて４市民のいずれにおいても満足度のポジション（順位）が３～７位となっている。

Q９ あなたは、〇〇市に住む（住み続ける）上で、次にあげるような点に満足していますか。（ひとつずつ） ※〇〇市：町田市、八王子市、所沢市、柏市

※ 表中の数字の単位：％
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４．住む街の重視点と満足度 ２）満足度 ③町田市民のみ・属性分析（性別）

【町田市民・「とても満足している」のみ】

Q９ あなたは、町田市に住む（住み続ける）上で、次にあげるような点に満足していますか。（ひとつずつ）町田市民のうち、特に女性は「買い物利便
性」について『とても満足している」。

 現住地である町田市に対する町田市民の満足
度（『とても満足している』のみ）について性別
にみると、特に女性は男性よりも「買い物利便
性」について『とても満足している』ようだ。

 「全体的な暮らしやすさ、住みやすさ」を含む他
の項目に対する『とても満足している』では、顕
著な性差はみられない。
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※ 上図では、町田市民の「とても満足している」の割合にもとづいて降順（数値の大きい順）で表記している。



４．住む街の重視点と満足度 ２）満足度 ③町田市民のみ・属性分析（年代別）

【町田市民・「とても満足している」のみ】

町田市民に限ると、若年層ほど町田市の
様々な街の機能・要素に対して『とても満足
している』。

 現住地である町田市に対する町田市民の満足
度（『とても満足している』のみ）について年代
別にみると、本調査で取り上げた街の機能・要
素のほぼすべてにおいて、若年層ほど『とても満
足している』ようだ。

 特に「全体的な暮らしやすさ、住みやすさ」をはじ
め、「買い物利便性」「通勤通学の利便性」「東
京都心へのアクセス性」「街の知名度」において
は、 20代の満足度（『とても満足している』）
が30代以上よりも顕著に高い。
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※ 上図では、町田市民の「とても満足している」の割合にもとづいて降順（数値の大きい順）で表記している。

Q９ あなたは、町田市に住む（住み続ける）上で、次にあげるような点に満足していますか。（ひとつずつ）



４．住む街の重視点と満足度 ２）満足度 ③町田市民のみ・属性分析（末子学齢別）

【町田市民・「とても満足している」のみ】

ライフステージ（末子の学齢）により、町田市
民の町田市に対する『とても満足している』事柄
の順位が異なる。

 現住地である町田市に対する町田市民の満足度
（『とても満足している』のみ）についてライフステー
ジ（末子の学齢）別にみると、「住宅の価格」「子
育て環境」「自然環境」「通勤通学の利便性」、そし
て「全体的な暮らしやすさ、住みやすさ」において差
異がみられる。

 ライフステージ別に、「全体的な暮らしやすさ、住みや
すさ」を除く上位３項目を取り上げると以下のように
なる。

58Copyright Machida City. All rights reserved.

末子が未就学児：

末子が小学生：

末子が中学・高校生：

「自然環境」「住宅の価格」「子
育て環境」

「自然環境」「子育て環境」「東
京都心へのアクセス性」

「買い物利便性」「市内の移動
のしやすさ」「子育て環境」「東
京都心へのアクセス性」

末子が大学生等学生：「通勤通学の利便性」「東京都
心へのアクセス性」「買い物利
便性」「市内の移動のしやすさ」

末子が社会人： 「自然環境」「買い物利便性」
「東京都心へのアクセス性」

Q９ あなたは、町田市に住む（住み続ける）上で、次にあげるような点に満足していますか。（ひとつずつ）

※ 上図では、見やすさを考慮して「子どもはいない（n=420）」を省略している。
上図では、町田市民の「とても満足している」の割合にもとづいて降順（数値の大きい順）で表記している。



４．住む街の重視点と満足度 ２）満足度 ③町田市民のみ・属性分析（夫婦就労状況別）

【町田市民・「とても満足している」のみ】

Q９ あなたは、町田市に住む（住み続ける）上で、次にあげるような点に満足していますか。（ひとつずつ）フルタイム就労＆専業主婦は、現在の町田
市に様々な街の機能・要素について『とても
満足している』。
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 現住地である町田市に対する町田市民の満
足度（『とても満足している』のみ）について家
庭の就労状況（共稼ぎ世帯または専業主婦
世帯）別でみると、少なくとも「フルタイム就労
＆専業主婦」は「フルタイム・共稼ぎ」よりも、
「買い物利便性」「東京都心へのアクセス性」
「子育て環境」「医療環境」「高齢者のサポート
環境」について『とても満足している』ようだ。

 なお、「全体的な暮らしやすさ、住みやすさ」にお
いては、家庭の就労状況による『とても満足して
いる』の差異はみられない。

※ 上図では、町田市民の「とても満足している」の割合にもとづいて降順（数値の大きい順）で表記している。



４．住む街の重視点と満足度 ２）満足度 ③町田市民のみ・属性分析（居住年数別）

【町田市民・「とても満足している」のみ】

Q９ あなたは、町田市に住む（住み続ける）上で、次にあげるような点に満足していますか。
（ひとつずつ）

居住年数により町田市の『とても満足している』事
柄の順位が異なる。
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 現住地である町田市に対する町田市民の満足度
（『とても満足している』のみ）について居住年数別で
みると、「住宅の価格」をはじめ「通勤通学の利便性」
「買い物利便性」「自然環境」において、居住年数によ
り差異がみられる。

 なお、「全体的な暮らしやすさ、住みやすさ」についてみ る
と、 居住歴10年未満の人の方が居住歴10年以上、
とりわけ20年以上の人よりも『とても満足している』よう
だ。

 居住年数別に、「全体的な暮らしやすさ、住みやすさ」
を除く上位３項目を取り上げると以下のようになる。

３年未満： 「住宅の価格」「自然環境」「通勤
通学の利便性」

３年以上、5年未満： 「買い物利便性」「通勤通学の利
便性」「自然環境」

５年以上、10年未満：「自然環境」「住宅の価格」「買い
物利便性」

10年以上、20年未満：「買い物利便性」「東京都心への
アクセス性」「市内の移動のしやす
さ」

20年以上： 「自然環境」「東京都心へのアクセ
ス性」「買い物利便性」

※ 上図では、町田市民の「とても満足している」の割合にもとづいて降順（数値の大きい順）で表記している。



４．住む街の重視点と満足度 ２）満足度 ④町田市民のみ・ライフスタイル別分析

【町田市民・「とても満足している」のみ】

Q９ あなたは、町田市に住む（住み続ける）上で、次にあげるような点に満足していますか。
（ひとつずつ）

ライフスタイルにより『とても満足している』に差異がみられる。
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 現住地である町田市に対する町田市民の満足度（『とても満足
している』のみ）について、生活価値観ベースのライフスタイル別で
みると、「自己超越欲求タイプ」は、概ね本調査で取り上げた15の
街の機能・要素のいずれに対しても『とても満足している』ようだ。

 また、「自己満足タイプ」は「自己超越欲求タイプ」のように満遍なく
満足しているわけではないが、「買い物利便性」「自然環境」「市
内の移動のしやすさ」「東京都心へのアクセス性」などで、他のライフ
スタイルよりも『とても満足している』ようだ。

 なお、「全体的な暮らしやすさ、住みやすさ」については、「自己超
越欲求タイプ」 「自己満足タイプ」のそれぞれおよそ３割が『とても
満足している』としている。

 一方、「その日暮らしタイプ」は全般的に他のライフスタイルの人より
も満足度が低い。

■生活価値観によるタイプ分類

「身の丈安定タイプ」 ： 社会貢献も考えず、周りの評判を気にせず、ただ安定志向なタイプ

「自己超越欲求タイプ」 ： 周りの評判を強く気にしながら、社会貢献を意識する一方、とにかく自分
の可能性を高めたい、というタイプ

「消極的同調タイプ」 ： 突出した特徴はないものの、自身の安定さはさほど求めず、また周りの評
判も若干気にしているタイプ

「自己満足タイプ」 ： とにかく自身の暮らしに安定を求めている。その中で、周りの評判を気にせ
ず、ふだんから費用対効果を求めたり、自分の可能性を試しているタイプ。

「その日暮らしタイプ」 ： 日々の暮らしに安定を求めず、自分の可能性を試すわけでもなく、費用
対効果を意識するわけでもなく、社会貢献の意欲もなく、総じて日々を刹
那に暮らすタイプ

(%)

※ 上図では、町田市民の「とても満足している」の割合にもとづいて降順（数値の大きい順）で表記している。


